

～お子さんと楽しく一日を過ごしていただくために～
～その①～
「まずは安全第一」
・プールや外出時など、子ども達が好きな活動には危険も伴います。楽しい場所や活動で
はお子さんもそのことに夢中になり、周囲が見えなくなることがあります。過剰な心配
は必要ありませんが、道路では車道側を歩いてあげたり、ガラスの前など危ない箇所で
はさりげなく体を入れてカバーしてあげたり。まずはお子さんがケガなどしないよう、

「安全第一」を心がけてください。

～その②～
「仲良くなる」
・家庭状況は様々なお子さん達ですが、ほとんどの子ども達に共通していることは「大人が楽しんでいると自分も楽しい」と感じてくれることです。会って慣れるまで緊張するのは誰しも同じですが、ボランティアの皆さんが緊張していると、子どもも心を開くのに時間がかかってしまいます。天気や血液型、何でも構いません。怖がらずにどんどん話しかけてあげてください。中には適当な距離感を好むお子さんもいますが、「今日は１日一緒に遊びたい」とボランティアさんに想ってくれることを不快に思うお子さんはいません。そのようなお子さんは、適度に距離をとりながら、出来ることはお子さん本人に任せ、お互いマイペースに時を過ごしてください。
～その③～
「言葉づかいを工夫する」
・自分が子どもだったと思って想像してみてください。初めて会った大人（ボランティアさん）にすることなすこと怒られたり注意をされると、「なんであんたにそこまで言われないといけないの」と理不尽に感じることだと思います。もちろん口ゲンカやしてはいけないことをしてしまった時など、注意が必要だと感じる場面が出てくるかもしれませんが、声掛け一つでそのルールを短時間で守れるようになるお子さんも多くいます。お子さんに努力を強いる前に、まずは声掛けや対応を工夫してみてください。

例）

「〇〇しちゃダメでしょっ！！」⇒「〇〇してくれたら嬉しいなぁ」

「ちょっと待ってなさい」⇒「〇〇してくるから〇分待ってて（具体的に）」

「早くしなさい」⇒「〇〇をしようね（着替えをしようね、靴をはこうね　など）」
～その④～
トラブルやパニック（興奮状態）になった時
・ケンカがおきてしまった際などは、一人で仲裁しようとせず、常駐スタッフや相手のお子さんを担当しているボランティアさん、あるいはベテランボランティアさんと協力して、その場を対応してください。基本的には「怒らない」「環境（場所）を変える」ことでうまくいく場合が多々あります。とっさに「なんで〇〇君を叩いたのっ！！」などの声掛けはせず、（その③も参考に）別の方法を探してみてください。

例）

①原因を訴えてきたら（「あいつが物をとったから」など）まずその訴えを認めてあげる　　

②一人にしてあげる（場所を変える）

　③クールダウン出来るまでそっとしてあげて、話しかけてくるまで「待つ」

　④別の興味を提供する（「〇〇しようよ」）※独り言を言うように話すのも効果的です
最後に・・・

色々言いましたが・・・

やっぱり「ボランティアさんご自身が楽しむ」ことが何より大事です。
ここ数年の傾向では、常に介護が必要なお子さんはほとんどいません。その分見た目も体

力的にも元気いっぱいのお子さんの参加が多くなり、いわゆる「発達障がい」と呼ばれる、

ひと目では分かりづらい特性（個性）を持たれているお子さん（皆さんよりほんのちょっ

ぴりこだわりが強かったり、自分なりのルールがある、などのお子さん達です）のご利用
が増えました。暑い夏での一日は長丁場です。交替で休憩するなど他のボランティアさん

とのチームワークも大事にしつつ一日を楽しんでください（＾＾）

～ボランティアの皆さんにとっても貴重なお時間を有意義に過ごしていただけるよう、

スタッフ一同精一杯の準備をしてお迎えいたします。ご協力よろしくお願いします～
≪参考資料≫
☆☆☆昨年協力いただいたボランティアさん達のご意見＆ご感想☆☆☆
■お疲れ様でした。私も初参加のため不安で仕方がなかったのですが、当日は中学生ボランティアの方がたくさん参加されており、私の出る幕はほとんどありませんでした。子どもたちが楽しんで遊んでいる姿を見るのっていいですね。ただ、私が活動に貢献できたかどうか不安です。
■お疲れ様です。初参加だったのですが、事前研修にどうしても参加できず不安いっぱいの当日でしたが、大変勉強になったというか、むしろリフレッシュさせてもらいました。 大野で参加だったのですが、常駐スタッフさんの適格な説明や子どもへの対応は関心するとともに勉強させられました。 また来年も機会があれば参加したいと思います。
■息子が参加させてもらいました。とても得るものがあったようです。 来年は参加できるかわかりませんが、お世話になりました。
[image: image1.wmf]


■お疲れ様です。今年はじめて参加しました。最初は少し不安でしたが、子どもたちと楽しく過ご過ごすことができて、本当によい経験をさせていただきました。 とても有意義な事業で今後も是非継続して欲しいのですが、裏で支えている方々の大変さもよくわかりました。 微力ですが、次回もお手伝いできたらと思います。^_^
■大変有意義で楽しい時間を過ごすことができました。本当にありがとうございました（*^_^*） 素直で純粋な子どもさんたちに元気をもらい、 優しいボランティアさんたちの心温かな対応を、 勉強させていただきました。 微力ながら、今後もお手伝いできることがありましたら よろしくお願いいたします。素敵な事業に参加させていただきありがとうございました。 
■お疲れ様でした。楽しい時間を過ごせました。子供はやっぱりかわいいです！ また次の機会も参加したいです！ ありがとうございました。
■お疲れ様でした。とても楽しく過ごすことが出来ました。 個人的な反省としては、プールで少し強めの日焼けになったので、来年は日焼け対策をしっかりとして参加したいと思います！ 来年が楽しみです。 ありがとうございました(^^) 
■私はフリーで全体を見る係だったので、指導者の方の補助をと思ったのですが、良くわからず、手助けにはならなかったように思います。指導者の方が大変だなと思いました。この期間中のみ指導者の方と一緒にしてくれる方がもっといる（常駐の方がもっと増える）といいなと思いました。
■お疲れさまでした。一日しか参加できませんでしたが楽しく過ごせました。 スタッフの方や他のボランティアさんの対応がとても勉強になりました。 ありがとうございました。
■担当の財前さん、いつもお世話になります<m(__)m>とても楽しく参加させてもらいました（*^_^*） ありがとうございました。 個人的には夏だけでなく通年あったらいいのになと思ったりしてます。 私も申し送り記録大変参考になってありがたかったです。子どもとの会話の材料にもなってとてもよかったです。来年も楽しみにしてます（*^_^*）
■good　job!! 
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後藤


■お疲れさまでした。子どもたちもかわいくとてもいい経験ができました。 ありがとうございました（＾＾） 来年もぜひ参加したいです。
■もしかして去年からあったのかも？？ですけど、「ボランティアさんからの申し送りの記録」がよかったです。こどもたちに、こうやって声かけたらいいかな、という手助けになると思います＾＾。 
■無事終了、お疲れさまでした。 暑い中連日の対応、大変だったでしょう。 私はたった１日の参加ですが毎年子どもたちからいろいろ学ぶことがあるなぁと感じています。 〇〇さんの言うように、成長も楽しみ。自立支援協（市が主催しているネットワーク会議、の意）とかで今後のことも話していけるといいですね。ありがとうございました！
■お疲れさまでした！ミスター・サマースクールになれるよう、来年も参加させていただきます。 
子どもの成長が楽しみです！
■お疲れ様でした。また来年も、みんなで頑張りましょう（＾＾） 1日しか参加してない私ですが・・・
  
■福祉の仕事に将来就きたいのでとっても勉強になった
■事前研修がわかり易くて勉強になった（「障がい児との向き合い方の講習がためになった」　等々）
■事前研修のおかげで不安が少し無くなった状態で当日臨めた
■大変だったけど楽しかった　また参加します
■１度参加してみたいと思っていたがなかなか休んでまでは行きづらかったので、市役所としての研修にしてもらえて参加しやすくなって良かった
■「もっと世代的に上の人（もしくは若手）も行くべき」等々
■ケーブルテレビなどでもっと周知すれば市の職員がこんなに出なくてもいいのでは
■最後のお見送りで泣いてくれたのには正直グッときました。また来年参加したいです。
以上、先輩ボランティアの方達の声＆声＆声でした。なんとこの活動での出会いが縁で結婚されたり、将来の目標（仕事・夢）を定められた学生さん達も数多くいらっしゃいます。この活動にご参加いただき、何か一つでも感じていただければ幸いです。また、この活動をより良いものにするため、気付いたことがありましたら、ささいなことでも構いませんのでご意見ください。今後の参考にさせていただきます。
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